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1.  はじめに 

 

自転車は、子供から高齢者までが利用することのできる身近な移動手段である。利用者の力を

動力とするため、燃料費が不要で排気ガスも出ない、経済的で環境にやさしい乗り物である。近

年では、健康意識の高まりから、自転車の利用が増加している。 

一方、自転車利用者の一部には交通ルールを無視した悪質で危険な運転やマナーの低下がみら

れ、自転車に関連する交通事故が増加している。このため、自転車を含めた安全な交通環境の確

保が求められている。 

これに対し、我が国では、「安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン（平成28年7月）国

土交通省道路局・警察庁交通局（以下、ガイドライン）」に基づく自転車ネットワーク計画の策定

が望まれている。 

本計画では、清水町に関連する計画、施策と連動させ、人や環境にやさしい自転車利用空間を

整備することを目的とし、「清水町自転車ネットワーク計画」を策定する。 

 



2.  自転車を取り巻く状況 

 

2.1  自転車に関する社会情勢の変化 

平成 20 年度以降、道路交通法の一部改正により、自転車の通行ルールに関する規定が明確に定

められ、平成 24 年度には国土交通省・警察庁より「安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライ

ン」が策定された。また、平成 29 年には自転車活用推進法が施行され、自転車の活用推進が求め

られるようになった。（表 2.1） 

表 2.1 自転車に関する法令等 

 

  

年度 関係法令 全国的な流れ 

平成 11  自転車利用促進・環境整備に取り組むモデル都

市を指定（平成 11 年） 

平成 19  自転車環境整備について（国土交通省道路局長

通達）（平成 19 年 7 月） 

平成 20 道交法一部改正 

・歩道通行可能要件の明確化 

自転車通行環境整備のモデル地区を指定（平成

20 年 1 月） 

平成 23 道交法一部改正 

・規制標識「自転車一方通行」の新

設 

良好な自転車交通秩序の実現のための総合対策

の推進について（警察庁通達）（平成 23 年 10

月） 

平成 24  安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン

（国土交通省・警察庁）（平成 24 年 11 月） 

平成 25 道交法一部改正 

・路側帯の左側通行規定 

 

平成 27 道交法一部改正 

・悪質な自転車運転者に対する安全

講習の義務化 

 

平成 28  安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン

（国土交通省・警察庁）（平成 28 年 7 月） 

平成 29 自転車活用推進法施行 

・自転車の活用の推進に関する施策

を定めた計画の策定（市町村） 

 

平成 30  自転車活用推進計画 

（国土交通省）（平成 30 年 6 月） 



2.2  自転車に関する上位関連計画 

 

2.2.1 国の計画 

(1) 自転車活用推進法と推進計画 

平成 29 年 5 月 1 日に自転車活用推進法が施行され、自転車の活用を総合的・計画的に推進する

こととなった（図 2.1、図 2.2）。 

 
図 2.1 自転車活用推進法の概要（１） 

 

図 2.2 自転車活用推進法の概要（２） 

出典：自転車活用推進法の施行について（平成 29 年 5 月 国土交通省自転車活用推進本部事務局） 

 



自転車活用法に基づき、国土交通省では、交通施策基本計画等の各種計画と連携を図りながら、

2020 年度を計画期末とする「自転車活用推進計画」が策定された（図 2.2）。 

この計画では目標を4つ掲げ、自転車交通の環境と安全を確保すると共に、スポーツ振興や観光

のための環境を創ることを目指している。 

その中で、目標 3 の施策 12 にでは、「太平洋岸自転車道等を対象としたサイクリングロードの

整備」を目指している。 

 

 

図 2.2 自転車活用推進計画の概要 

出典：自転車利用環境の整備を促進 ～自転車活用推進計画を閣議決定～ 

（国交省自転車活用推進本部事務局） 

 

  



2.2.2 静岡県の関連施策 

(1) 太平洋岸自転車道 

太平洋岸自転車道は、千葉県銚子市から和歌山県和歌山市に至る延長 1,400km の自転車道であ

り、昭和 44 年に全体構想が発表されている。静岡県内では昭和 48 年から整備が進み、現在は静

岡市から浜松市にわたって整備されている（図 2.4、図 2.5）。 

現在、「伊豆地域自転車走行空間に関する勉強会」では、県内のサイクリングに対する盛り上が

りや地域振興の観点から、伊豆地域での自転車走行空間整備に向けてルート等を検討していると

ころである（図 2.6、図 2.7）。 

 

図 2.4 太平洋岸自転車道

 

図 2.5 静岡県内の太平洋岸自転車道 

出典：伊豆地域における太平洋岸自転車道の取り組みについて（平成 29 年 1月 静岡県道路整備課） 



 

 

図 2.6 伊豆地域自転車走行空間に関する勉強会 

出典：伊豆地域における太平洋岸自転車道の取り組みについて（平成 29 年 1月 静岡県道路整備課） 

 

 

  



 

図 2.7 伊豆地域自転車走行空間整備の整備イメージ 

出典：伊豆地域における太平洋岸自転車道の取り組みについて（平成 29 年 1月 静岡県道路整備課） 

 

  



(2) 狩野川流域サイクリング会議 

2020 年東京オリンピックで、自転車競技の一部が静岡県伊豆市で開催されることが決定し、伊

豆半島のサイクリングをさらに盛り上げるべく、静岡県ではサイクリングに関する協議会設立や

取り組みが進められている。 

また、狩野川流域では、サイクリングによる地域活性化を図るため、狩野川ツーリズムマップ

を作成し（図 2.8）、各種イベント等で配布、サイクリングコースの PR が行われている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.8 狩野川流域ツーリズムマップ（清水町周辺拡大） 

出典：国交省沼津河川国道事務所 

  



(3) 太平洋岸自転車道と狩野川サイクリングコースのネットワーク化 

県を上げてサイクルスポーツに取り組んでいる中、観光や地域振興の観点から、太平洋岸自転

車道と狩野川サイクリングコースをネットワーク化し、太平洋岸自転車道として連続的なサイク

リングコース整備を図ろうとする動きがあり、町内をこの自転車道が通る計画となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.9 狩野川と太平洋岸自転車道のネットワーク化 

 



2.2.3 清水町の上位関連計画 

自転車ネットワーク計画に関わる本町の上位計画及び関連計画は、以下のとおりである。 

 

表 2.2 清水町上位計画及び関連計画 

分野 計画名 策定年月 

総合計画 第 4 次清水町総合計画後期基本計画 平成 28 年 3 月 

都市計画 

第 2 次清水町都市計画マスタープラン 平成 25 年 3 月 

清水町都市内道路整備プログラム 平成 24 年 3 月 

清水町景観計画 平成 29 年 6 月 

 

計画名 策定年月 

第 4 次清水町総合計画後期基本計画 平成 28 年 3 月 

【将来都市像】笑顔があふれ ここちよく 住み続けたくなるまち・清水町 

【基本目標】 

１ 人がふれあい快適で住みよいまち 

２ 安全で安心して暮らせるまち 

３ 元気な子どもの声が聞こえるまち 

４ 健やかで生きがいを持てるまち 

５ 自然と共生し環境にやさしいまち 

６ 産業の活力に満ちたにぎわいのあるまち 

【施策】 

２－２ 歩道も車道も安心して通行できるまち 

○基本事業 

１ 交通安全意識の高揚 

各年代層に合わせた交通安全教室等を開催するとともに、町民や各種団体と協力し、通過

車両の運転者に対する啓発活動を推進します。 

また、交通ルールを遵守しない車両の運転手に対しては、警察に積極的な取締りを依頼し、

交通事故防止を図っていきます。 

２ 快適な道路整備 

都市計画道路の整備を計画的に進めるとともに、生活道路の整備も一体的に進め、総合的

に利便性が高く、快適に通行できる道路整備を推進します。 

３ 安全な道路環境整備 

幹線道路とともに、通学路や生活道路の更なる交通安全対策を進め、道路利用者にとって

安全性の高い道路整備を推進します。 

４ 適正な道路維持管理 

定期的な道路パトロールにより適正な維持管理を実施します。 

 

 

  



【施策】 

６-1 産業の振興と活気に満ちた魅力あふれるまち 

○基本事業 

１ 企業活動の活性化支援 

卸団地を中心に、流通拠点としての機能強化が図られるよう企業支援に努めるほか、中小

企業の競争力強化、地域産業の活性化を図ります。 

また、新たな企業の誘致や既存企業への留置に向けた積極的な支援に取り組みます。 

２ 創業・起業の支援 

県のファルマバレープロジェクトに参画し、医療機器関連の企業参入を促進します。また、

起業・第二創業を考える個人・企業に対する支援を強化します。 

３ 観光振興の推進 

伊豆半島ジオパークの入口に位置する立地条件を生かし、多くの人が町へ立ち寄るルート

を作り、柿田川を中心とした滞在型の観光を強化し、観光誘客を促進します。さらに他市町

との連携を深め発展・活性化させていきます。 

また、清水町観光ビジョンを策定し、観光交流を推進していきます。 

  



計画名 策定年月 

第 2 次清水町都市計画マスタープラン 平成 25 年 3 月 

２-２ 将来都市ビジョンの設定 

５）将来都市構造 

清水町の将来の都市の姿を考えるうえでは、広域的な視点が不可欠であるという認識のも

と、広域的な位置付けやネットワークを整理します。 

（２）将来都市構造 

②拠点と軸 

●広域連携軸 

・国道 1 号((都)中央幹線)、東名高速道路・新東名高速道路・東駿河湾環状線と町とを結ぶ

路線を「広域連携軸」として、沼津市街地と三島市街地を結合する役割を果たす(都)八幡

原線～(都)川原ヶ谷八幡線の沿道を「域内連携軸」として、沿道への魅力ある商業空間の

形成を目指す。 

・伊豆方面からの町への入口であり、沼津市街地とも連携する(都)西間門新谷線と、町内と

周辺地域とを結ぶ路線についても、同様に域内連携軸として位置付け、入口にふさわしい

魅力ある沿道空間の形成を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



計画名 策定年月 

第 2 次清水町都市計画マスタープラン 平成 25 年 3 月 

３-２ 交通体系の方針 

１）道路網の方針 

広域都市圏・町内における自動車の移動を円滑にし、渋滞を解消するとともに、歩行者の

安全を確保し、都市の防災性能を高める道路網を適正に配置します。 

また、道路網（広域・町内）の中心的役割を担う都市計画道路は、機能的な都市活動を支

えるために必要な都市施設として定められるものですが、社会情勢の大幅な変化に伴い、そ

の必要性が変化してきていることが考えられます。これらのことから、地域の実情に応じ、

都市計画道路の必要性や配置、規模などの再検証を進めていくこととし、必要に応じ都市計

画の変更を行います。 

（１）自動車のみちの方針 

幹線道路や補助幹線道路などの自動車のみちについては、自動車交通が円滑で安全に通行

できるような配置・整備を目指します。 

また、これらは災害時においては、延焼遮断帯・緊急避難路となり、救援物資の輸送や救

援活動への主要なアクセス手段としても重要な道としてその整備を推進します。 

④自転車のみちの環境の方針 

●沿道緑化などに努め、美しく親しみのある道路づくりを進める。 

●自転車の安全な走行環境の創出に努める。 

 

 



計画名 策定年月 

第 2 次清水町都市計画マスタープラン 平成 25 年 3 月 

（２）歩行者のみちの方針 

町内における歩行者の移動（通学や散策）を安全・円滑にし、災害時の避難ルートとなる

歩道や歩行者道を適正に配置するとともに、歩行者が安心して利用できるように、既存道路

において自動車交通を適切に抑制していきます。 

②遊歩道（歩行者系専用道路）の方針 

＜ネットワークの方針＞ 

●緑の軸・水の軸を中心に公園・緑地を結ぶように遊歩道を配置する。 

＜整備の方針＞ 

●河川の整備などとともに、歩行者や車椅子などの利用に配慮した段差などのない安全な歩

行者空間の形成を目指す。 

 

 

  



計画名 策定年月 

清水町都市内道路整備プログラム 平成 24 年 3 月 

町内の都市計画道路を対象に、各道路の機能や必要性を検討し「整備効果」を客観的に評価

し、財政見通しとのバランスに配慮しながら、効果的で優先的に整備していく必要がある道路

を明らかにすることを目的としている。 

 

 

  



計画名 策定年月 

清水町都市内道路整備プログラム 平成 24 年 3 月 

 

  



計画名 策定年月 

清水町景観計画 平成 29 年 6 月 

【基本方針 4】 人々が行きかう沿道景観をつくろう 

②町の骨格となる道路の沿道景観を整えよう 

○誰もが安全に通行できるよう、歩行者・自転車利用者に配慮した道路整備を進めるとともに、

まちなみや眺望などの景観を楽しみながら利用できるよう配慮します。 

 

  



2.3  自転車利用状況と自転車利用者のニーズ 

2.3.1 自転車利用状況 

清水町は、三島市や沼津市と比較して、従業や通学で他市区町村に向かう割合が 60%と最も高

く、その中でも自転車の利用率が 11.9％を占めている状況である。 

その中で、人口当たりの自転車関連事故件数（H26－28）も最も高く、安全対策が必要と考え

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.10 自市区町村及び他市区町村に従業・通学する割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.11 他市区町村に従業・通学する利用交通手段 

 

データ：平成 27 年国勢調査従業地・通学地集計 従業地・通学地による人口・就業状態等集計（総務省統計局） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.12 人口当たりの自転車関連事故件数（H26~H28） 

 



2.3.2 高校生自転車通学実態調査 

清水町内の自転車利用が多い以下の 5 高校を選定し、自転車通学者に対して実態調査を実施し

た。通学利用ルート及び高校生から指摘があった問題箇所のとりまとめ結果を次頁に示す。 

調査の結果、町の北部、西部、東部地域に通学利用ルートが多いことが分かる。 

・沼津工業高校 

・三島北高校 

・日大三島高校 

・沼津商業高校 

・知徳高校 

 

 



 

図 2.12 高校生の通学利用ルート及び問題箇所 

（平成 29 年度沼津河川国道管内事故対策検討業務（国土交通省沼津河川国道事務所）） 



2.3.3 一般自転車利用者へのアンケート調査 

清水町周辺の主要交差点・商業施設で自転車利用者に対し、アンケート調査を実施した。一般

利用者の利用ルート及び危険と感じる箇所を次頁に示す。 

調査の結果、「第 2 次清水町都市計画マスタープラン」に示される、商業エリア周辺において一

般者の利用が多いことが分かる。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.14 一般の自転車利用者の利用ルート及び危険箇所 

（平成 29 年度沼津河川国道管内事故対策検討業務（国土交通省沼津河川国道事務所）） 

 



2.3.4 第 4 次清水町総合計画による住民アンケート 

第 4 次清水町総合計画策定時に実施した住民アンケート結果では、「交通」分野の評価が低い傾

向がある。特に、「生活道路、通学路、歩道などの整備状況」の満足度が最も低く、「-0.54」とな

っており、不満が募っていることが分かる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.15 清水町の住環境評価（第 4 次清水町総合計画後期基本計画）



2.4  自転車利用の課題 

本町は、隣接する三島市や沼津市と比較して、通勤・通学で自転車を利用する割合が高い状況

である。 

更に、「太平洋岸自転車道」に基づく自転車ネットワークの整備や、オリンピック・パラリンピ

ックに向けた、伊豆半島のサイクリングの誘致などから、今後の自転車利用者の増加が見込まれ

ている。 

しかし、本町の自転車事故率は高く、住民アンケートでは、通学道路や歩道の整備状況に不満

を抱えている状況であることから、早急な対策が望まれている。 

よって、本書において、自転車が安全で快適に走行できる利用空間の整備を目的として、自転

車ネットワーク計画を策定する。 



3.  自転車ネットワーク計画

3.1  自転車ネットワーク計画策定の基本的考え方

前項までの結果を踏まえ、自転車ネットワーク計画を決定する。 

本計画では、自転車ネットワーク整備に当たり、基本的考え方と基本方針を以下の通りとする。

【基本的考え方】 

1.本町では、人口当たりの自転車による交通事故件数が多いことから、自転車走行空間の改
善により、交通事故件数の減少を図る。

2.観光地『伊豆』として、今後のサイクリスト増加を見込んだ地域連携が必要不可欠である
ことから、近隣市町との自転車ネットワークの整合を図ることを目的とする。

【基本方針】 

第 4 次清水町総合計画後期基本計画の実現に向け、自転車環境を向上させることを目標

とし、以下を基本方針とする。 

1.歩道も車道も安心して通行できるまち 

安心して自転車を利用できる環境の創出を図る。幹線道路とともに通学路、生活道路の

交通安全対策を進める。また、隣接する市町村と連携し、東部地域における自転車通行空

間の改善に向けた整備を進める。

2.産業の振興と活気に満ちた魅力あふれるまち 

伊豆半島の入口に位置する立地条件を生かし、多くの人が町へ立ち寄るルートを作り、

観光客の誘致を促進する。さらに他市町との連携を深め、広域的な自転車走行ルートを設

定し、地域連携による観光・地域資源を活用した自転車の利用促進を図る。

自転車ネットワーク計画の基本方針図 



3.  自転車ネットワーク計画 

 

3.1  自転車ネットワーク計画策定の基本的考え方 

前項までの結果を踏まえ、自転車ネットワーク計画を決定する。 

本計画では、自転車ネットワーク整備に当たり、基本的考え方と基本方針を以下の通りとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【基本的考え方】 

1.本町では、人口当たりの自転車による交通事故件数が多いことから、自転車走行空間の改

善により、交通事故件数の減少を図る。 

2.観光地『伊豆』として、今後のサイクリスト増加を見込んだ地域連携が必要不可欠である

ことから、近隣市町との自転車ネットワークの整合を図ることを目的とする。 

自転車ネットワーク計画の基本方針図 



3.2  整備路線の選定方針 

ガイドラインでは以下の①～⑦の路線を適宜組み合わせて選定するものとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

清水町においては、ガイドラインの選定要件を踏まえつつ、基本方針や道路利用状況を考慮し

た上で、以下のように選定要件を設定する。 

 

選定要件 選定要件の置き換え 

選定要件① （1）一般者の自転車利用路線 

選定要件② （2）自転車利用者が危険と感じる箇所 

選定要件③ （3）高校生の自転車通学路の対象路線 

選定要件④ 
（4）他市町と連携する広域な自転車走行路線 

（5）狩野川サイクリングロード 

※選定要件⑤・・・利用増加、新たな施設立地が予定されている路線なし 

※選定要件⑥・・・既に自転車通行空間が整備されている路線なし 

※選定要件⑦・・・①~④を踏まえ自転車ネットワーク路線を選定し、適宜抽出する。 

 

 



(1)  一般者の自転車利用路線 

アンケート調査より、10 人以上の一般者が自転車で利用している路線を図 3.1 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.1 一般者の自転車利用路線 

  



(2)  自転車利用者が危険と感じる箇所 

実態調査及びアンケート調査より、「高校生から指摘があった問題個所」及び「一般利用回答者

が危険と感じる箇所」が 2 件以上重なる箇所と、静岡県警察事故事件発生マップより、2016 年 4

月 1 日～2018 年 4 月 30 日に自転車の負傷交通事故が発生した箇所を図 3.2 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.2 自転車利用者が危険と感じる箇所 

  



(3)  高校生の自転車通学路の対象路線 

実態調査より、3 校以上の高校生が自転車通学路として利用している路線を図 3.3 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.3 高校生の自転車通学路の対象路線 

 



(4)  他市町と連携する広域な自転車走行路線 

第 2 次清水町都市計画マスタープランにおける、自転車が通行できる広域連携軸となる路線を

図 3.4 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.4 他市町と連携する広域な自転車走行路線 

 



(5)  狩野川サイクリングロード 

狩野川サイクリングロードを図 3.5 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.5 狩野川サイクリングロード路線 

 



3.3  整備候補路線の選定 

前項の（1）から（5）を踏まえた整備候補路線を図 3.6 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.6 整備候補路線 

 



3.4  自転車ネットワーク整備路線の選定 

路線の連続性及びネットワークの密度を考慮し、自転車ネットワーク整備路線を図 3.7 のとお

りとする。表 3.1、3.2 に整備路線の現況を整理する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.7 自転車ネットワーク整備路線  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表-現地踏査結果① 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表-現地踏査結果② 



3.5  自転車ネットワークの整備形態の選定（ハード対策） 

設定した区間に対し、自転車道、自転車専用通行帯、車道混在等の自転車通行空間の整備形態

を選定する（図 3.8 図 3.9）。 

整備形態は、完成形態を基本とするが、完成形態での整備が当面困難であり、かつ自転車利用

者の安全性を速やかに向上させなければならない場合には、車道通行を基本とした暫定形態とす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.8 交通状況を踏まえた整備形態の選定（完成形態）の考え方  

出典：安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン（平成 28 年 7 月 国土交通省、警察庁） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.9 基本的な整備形態（イメージ）  

出典：安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン（平成 28 年 7 月 国土交通省、警察庁） 

 

 

 



ガイドラインの「車道通行を基本とした暫定形態を考慮した整備形態選定フロー」に基づいて、現地状況から自転車ネットワーク計画路線整備路線の整備形態を選定する。 

選定した暫定形態、完成形態を表 3.3、図 3.12、3.13 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.10 車道通行を基本とした暫定形態を考慮した整備形態選定フロー 

出典：安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン（平成 28 年 7 月 国土交通省、警察庁） 

 



各路線を主要交差点で分割し、区間毎の整備方針を選定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.11 整備路線の区間割 

 



表 3.3 各区間の整備形態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このうち、徳倉橋の橋梁部については、交通安全上、車道部での走行空間確保が難しい。この

ため、当該区間については、整備形態の対象外とする。なお、当該区間は当面の措置として側道

橋を利用した自歩道形態となるため、整備においては、公安との協議により交通安全確保を図る。

また、橋梁区間前後の取合い部については、自転車走行が円滑に行えるよう整備することとする。 

 

延長
起点 終点 ｋｍ

国道

1-1 三島市境 清水町玉川 0.28
1-2 清水町玉川 八幡東 0.73
1-3 八幡東 八幡 0.12

県道

2-1 徳倉橋南 徳倉 0.19 車道混在 専用通行帯
2-2 徳倉 沼津市境 1.53 車道混在 専用通行帯
3-1 町道22号線交差点 清水町玉川 0.54 車道混在 車道混在
3-2 清水町玉川 交流センター前 0.35 車道混在 車道混在
3-3 交流センター前 堂庭 0.54 車道混在 車道混在
3-4 堂庭 卸団地入口 0.32 車道混在 専用通行帯
3-5 卸団地入口 湯川 0.46 車道混在 専用通行帯
3-6 湯川 徳倉橋南 0.39 車道混在 専用通行帯
3-7 上徳倉西 沼津市境 0.84 車道混在 専用通行帯

4-1 沼津市境 長沢中 0.30 車道混在 車道混在
4-2 長沢中 八幡 0.58 車道混在 車道混在
4-3 八幡 町道24号線交差点 0.23 車道混在 車道混在
4-4 町道24号線交差点 清水町新宿南 0.63 車道混在 車道混在
4-5 清水町新宿南 千貫樋 0.13 車道混在 車道混在
4-6 千貫樋 三島市境 0.07 車道混在 車道混在

5-1 八幡 長沢 0.32 車道混在 専用通行帯
5-2 長沢 沼津市境 0.33 車道混在 専用通行帯

町道

6-1 長沢 伏見IC 0.12 車道混在 専用通行帯
6-2 伏見IC 町道24号線交差点 0.55 車道混在 専用通行帯
6-3 町道24号線交差点 清水町新宿東 0.66 車道混在 専用通行帯
6-4 清水町新宿東 三島市境 0.09 車道混在 専用通行帯

7-1 町道3号線交差点 長沢中 0.81 車道混在 自転車道
7-2 長沢中 長沢西 0.28 車道混在 自転車道

8-1 三島市境 堂庭 0.96 車道混在 自転車道
8-2 堂庭 柿田橋 0.50 車道混在 自転車道
8-3 柿田橋 無名交差点 0.73 車道混在 自転車道
8-4 無名交差点 沼津市境 0.52 車道混在 専用通行帯

町道5号線 ― 9-1 町道529号線交差点 上徳倉西 0.58 0.58 車道混在 専用通行帯

10-1 町道1号線交差点 県道145号線交差点 0.19 車道混在 車道混在
10-2 県道145号線交差点 無名交差点 0.27 車道混在 車道混在
10-3 無名交差点 県道144号線交差点 0.17 車道混在 車道混在

11-1 長泉町境 町道1号線交差点 0.29 車道混在 車道混在
11-2 町道1号線交差点 県道145号線交差点 0.30 車道混在 車道混在
11-3 県道145号線交差点 八幡東 0.19 車道混在 車道混在
11-4 八幡東 町道3号線交差点 0.99 車道混在 車道混在

町道529号線 ― 12-1 徳倉 町道5号線交差点 0.14 0.14 車道混在 専用通行帯

狩野川サイクリングロード

- 狩野川左岸堤防 13-1 沼津市大平 徳倉橋 1.21 1.21

※一部、現地状況に基づき、自転車通行空間を確保する事が困難な箇所は、車道混在とした。
※完成形態は、整備時の交通状況を踏まえて再検討する必要がある。

1.42

1.09

路線名称
区間
番号

（ネットワーク補完路線）

暫定形態 完成形態路線
路線
合計

1.13

1.77

県道139号線 原木沼津線
1.73

町道24号線 （都）伏見柿田線

1.93

町道22号線 ―

0.63

区間整理

国道1号 中央幹線

河川管理者と協議が必要

県道144号線 下土狩徳倉沼津港線

3.44

県道145号線 沼津三島線

県道380号線 富士清水線

町道1号線 （都）川原ヶ谷八幡線

町道2号線 （都）八幡徳倉線

（都）西間門新谷線町道3号線

0.65

2.71



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.12 自転車ネットワーク整備形態（暫定形態） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.13 自転車ネットワーク整備形態（完成形態） 



3.6  自転車走行空間ネットワーク整備順位の計画 

整備の必要性、住民ニーズ、事業容易性の観点等から、整備優先度の検討を行う。 

整備優先順位を図 3.14 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.必要性 

課題が多種多様で、安全性に問題がある路線 

2.住民ニーズ 

自転車交通量が多く、住民の整備ニーズが高い路線 

3.事業容易性 

都市計画道路や供用予定が明確な事業路線、幅員の広い路線 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.14 自転車ネットワーク完成形態の優先順位 

 



3.7  自転車利用の総合的な取り組み（ソフト対策） 

自転車走行のマナーなどを含めた安全な自転車の乗り方などを楽しく学べる教室を開催するこ

とにより、自転車利用時の安全に寄与することができる。清水町では、小中学生を対象にウィー

ラースクールを実施している（図 3.15、図 3.16）。 

また、県内の他市町村では、静岡県警察や一般財団法人静岡県交通安全協会沼津地区支部、静

岡県自動車学校交通教育センターと連携して自転車乗り方教室等を開催している。これらの取り

組みでは、小中学生を対象とした自転車教室の開催が多いが、一部では成人や企業向けの自転車

安全教室も行われており、広く自転車の交通安全への啓発が図られている。 

今後は、清水町においても、広く一般町民に対する自転車教室等実施することにより、安全意

識を高める事とする。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.15 ウィーラースクール in 清水町募集要項 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.16 ウィーラースクール in 清水町の開催の様子（2018 年 8 月 3 日） 

 


